
リハビリテーションに係る現状及び課題

○ 言語聴覚療法は、急性期脳卒中患者における失語症の改善のために有効であるとされている。

○ 呼吸器リハビリテーションを必要とする患者において、発声発語器官の機能低下によりコミュニケーションに問題を抱え
る患者や嚥下機能に低下を認める患者が多く存在している。

○ 現行のがん患者リハビリテーション料の対象患者は、がんの種別及び治療介入の有無等により規定されている。

○ 摂食機能療法の経口摂取回復促進加算は、対象者の拡大や施設基準の要件緩和等を行ってきたものの、算定回数は
減少している。

○ 脳卒中患者のうち多職種で構成される嚥下チームが組織された後では、入院期間中のWBC及びCRPの基準値以上の患

者、肺炎患者数が有意に少なく、嚥下チームが介入することにより、肺炎発症の減少に有意に関係しているという報告が
ある。

【現状及び課題】

【論点】

○ 脳血管疾患等の患者に対する言語聴覚療法の必要性や、呼吸器リハビリテーションにおけるコミュニケーション療法
の位置づけ等を踏まえ、疾患別リハビリテーション料に係る療法士の配置要件等を見直すこととしてはどうか。

○ がん患者リハビリテーション料について、直近のがんの罹患率や治療選択肢の多様化等の実態を踏まえ、対象となる
患者の要件について見直すこととしてはどうか。

○ 摂食機能療法について、多職種チームによる介入を推進する観点から、現行の経口摂取回復促進加算の算定要件等
を見直すこととしてはどうか。
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